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研究成果の概要（和文）：本研究では、「格」という文法範疇を中心としてを世界の言語における文法形式の多義性に
見られる様々な文法的意味機能を二次元的に表そうとする「意味図」を構築し、それに意味変化という通時的な次元を
付け加えました。意味変化は、文法化理論の枠組みで取り扱い、意味変化・文法化の方向性も分析した。主な研究の結
果として、通言語的な「格」の通時的な意味地図を構築できた。さらに、文法化を伴う意味変化の原則（「発話効力機
能への変化」）も提示した。

研究成果の概要（英文）：The goal of this research project was to build semantic maps of specific 
grammatical categories, especially “case”. Semantic maps two-dimensionally represent semantic and 
functional similarities that can be extracted from the polysemy of linguistic forms from various 
languages. We accomplished the goal of building a semantic map of the case area, furthermore 
accomplishing a second goal, namely to give a diachronic dimension to this map. Our diachronic research 
was based on the concept of grammaticalization. We furthermore showed that semantic change accompanying 
grammaticalization always proceeds in the direction of increased speech-act orientation.

研究分野：言語学
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１．研究開始当初の背景 
文法化は、語彙的な範疇から文法的な範疇、
そして、文法的な範疇からさらに文法的な
範疇への拡張のプロセスをいう。この概念
は歴史言語学に古くから存在したが、1980
年代から機能主義言語学で再び注目を浴び
るようになり、2000年代に入ってから盛ん
になっていた。なぜこのような伸びを見せ
たかというと、生成文法で提案されている
普遍的な原理に対抗し、共時的な文法構造
がその歴史的な成り立ちから説明できると
主張したからである。文法化研究が特に最
近 10 年の間に多様化し、社会言語学・言
語接触など、様々な分野との関わりで研究
が行われるようになり、生成文法の枠組み
の中でさえ取り扱われるようになったが、
現在主流になっているのは、文法化をプロ
セスとして支える語用論的メカニズムの研
究である。 
本研究は、再び文法化の普遍的な側面に焦
点を当て、文法化における「起源」（source）
の範疇と目的(target)の範疇との規則的関
係とその表示を追及しようとする。その際
には意味図研究が有効と考え、文法化研究
と意味図研究を連結させようとするもので
あった。意味図とは、L. Anderson (1982, 
1986)がテンス、アスペクト、エヴィデン
シャリティの領域において、言語間に見ら
れる意味的な類似性をとらえるために提案
した概念と方法である。２次元的な空間の
図の上で、言語間で観察される、意味機能、
あるいは文法機能の間の規則的関係を表示
するのである。意味図を用いた研究は、
Haspelmath (2003)や Croft (2001)などが
その理論的な有効性を実証的に示している。
特にこの１０年ほどの間に、意味図による
言語普遍性の研究は飛躍的な高まりを見せ
ている。 
以上のような文法化研究と意味図研究は
別々に発達したものであったが、いくつか
重大な共通点を持っている。両方とも形式
よりも、意味・機能に着目し記述と説明の
焦点とする。そして、両方ともそうした意
味・機能の間の規則的な拡張関係を想定し
ている。両者で異なる点は、意味図は共時
的な関係、文法化は通時的な関係に着目し、
意味図は個々の言語形式よりもある意味・
機能領域に焦点を当てることにあるが、本
研究では、意味図研究をもとにして意味領
域全体に着目し、文法化からの観点を借り
て意味・機能間の通時的な関係に焦点を当
てることによって両者を融合するのであっ
た。 
 
２．研究の目的 
本研究は、モダリティと格の領域に焦点を
当てるが、二つの領域においても、研究代
表者が長年研究を行なってきており、その
成果を踏まえて本研究を実施するのであっ
た。 

モダリティに関しては、代表者は「意志的
―非意志的」と「事態向け―発話向け」の
二次元に基づいた意味図を提案してきたが
（Narrog 2005, 2007, 2010など）、そうし
た意味空間の中で具体的な意味拡張の規則
を示すことには未だ至っていなかった。し
たがって、モダリティ領域で具体的な意味
拡張を示す意味図として現在でも参照され
るのは、Van der Auwera & Plungian 
(1998)であるが、彼らの研究はすでに古い
データに基づいている。本研究の目的とし
て、この意味図に代わる意味図を提示しよ
うとした。 
格領域に関しては、代表者は研究開始前ま
での研究（Narrog & Ito 2007, Narrog 
2009, 2010など）において、多くの言語か
らのデータの分析に基づいて、逆に具体的
な意味・機能の拡張と意味のつながりを提
示することができている。しかし、ほとん
ど共時的なデータのみに基づいていたため
歴史的（つまり文法化の観点から見た場合）、
精度に欠くところがあり、本研究では文法
化研究にも適合する地図の構築を目指した。
この領域では量的データを多数収集してい
るので、さらに量的データに基づいた意味
図表示を実現することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
意味図構築および、文法化における意味・
機能間の拡張方向性についての仮説をたて
るためには、言語データが必要である。本
計画では、（１）世界の言語の類型論的デー
タ、（２）日本語のデータに重点を置いた。
世界の言語のデータの収集には、既存の記
述（文法書、辞書）からのデータ抽出を行
った。研究代表者は以前より 200の言語の
サンプルを自分の言語類型論的研究のベー
スとしてきた。この 200の言語は、Rijkhoff 
& Bakker (1998)が開発したサンプリング方
法とGrimes (2000)が提示した言語の系統的
分類を組み合わせて応用して得た標本であ
る。それらの言語の記述から、本研究課題
のために格形式やモダリティ形式の多義性
などについての情報を抽出したが、言語の
標本と言語の記述を順次に改善した。また、
文法化データの分析のためにはさらに歴史
的なデータが必要である。歴史的な記述の
データが存在する言語が世界でも限られて
いるが、代表者の専門からして一番解釈可
能なのは日本語と印欧語についての歴史的
な記述であった。中では、欧米の研究で顧
みられることの少ない日本語歴史について
のデータの分析に価値があると考えられた。
したがって、本研究では日本語についての
歴史的記述も入手し、日本語の文法化デー
タを分析を行った。また、大量の言語から
のデータを対象にするため、人為的ミスが
起こる。紙資料を対象にする限り、特に研
究者がデータを見逃すことがある。それを
防ぐ方法として今度の計画では研究補助を



利用し、最初から資料の電子化を行い、電
子化された資料に基づいてデータの抽出を
行った。 
また、意味図構築におけるデータは、量を
必要とするため歴史的記述が存在する数少
ない言語に絞ることが方法論上問題であり、
共時的なデータを併用する必要がある。共
時的なデータの分析の際、言語形式の多義
性・多機能性の認定が中心となる。多義性
が直接記述されている場合もあるが、記述
書の著者によっては多義性に注目しないも
のもあり、分析者が記述の中で探し出して
認定する必要が生じる。その場合、上記で
書いた資料の電子化がより正確な調査の助
けとなった。さらに、共時的なデータにお
ける多義性・多機能性を認定する際、歴史
言語学の方法から借りた「内的再構」も必
要となる。つまり、意味・機能間の関係が
意味変化・拡張の法則にかなうものかどう
かを認証するのである。歴史的な文法化に
ついてのデータの分析に関しては、原則と
して歴史的な記述をそのまま使用できる場
合と、仮説が複数存在するため、その検証
を行う必要がある場合がある 
以上のように共時的なデータと歴史的なデ
ータを組み合わせて行った分析をもとに意
味・機能間の拡張関係を認定し、それに基
づいて意味図を構築するのは、質的な意味
図構築の方法である。これは本研究の中心
の一つであったが、これ以外には近年量的
な意味図の構築法が発達しており、本研究
では質的な構築法の結果と比較する、ある
いはその結果を検証するには有効だと考え
たので、以前の科学研究費の研究課題の成
果を生かして、量的な意味図の構築も進め
た。これに当たって分担者の真田が中心的
な役割を果たした。多次元尺度法（MDS）
以外にもいくつかの統計的方法をデータに
適用した。 
 
 
４．研究成果 
初年度から、精力的にデータの収集を行っ
た。200 の言語の標本を補う良質な文法記
述もいくつか得ることができ、また日本語
史についての新しい資料・研究も入手でき
た。また、資料の電子化も進めることがで
きた。データ分析に関しては、まず格助詞
を含む日本語の場所関連の文法的標示につ
いて研究を進めた。格助詞、取り立て助詞、
いわゆる関係名詞（マエ、アト、ウチ、ナ
カ等）、動詞派生後置詞（ニオイテ、ニサイ
シテ等）、指示詞の文法化を分析し、朝鮮語
のそれと比較した。語源の分かるものにつ
いて、身体部位から派生するなど、一定の
方向性が認められた。意味変化の全体的方
向性に関して通言語的な考察を進めた。そ
の成果を 2013 年の〔図書 5.〕において公
表できた。文法化と類型論の相互関係につ
いて先行研究に基づいて理論的な考察を行

い、文法化が特定な言語の類型（とりわけ、
特定な文法的カテゴリーの表現形式）に影
響を与えることも、言語の共時的類型が文
法化のプロセスに影響を与えることも、両
方あることを明らかにして、2014 年 8 月
にライプツィッヒのマックス・プランク研
究所（〔学会発表 2.〕）、そして２月に日本
の国立国語研究所でこのテーマについて発
表を行った。日本語の文法化を地域性と言
語類型による文法化への影響の中で、その
特徴を位置づけようとして、2015 年 7 月
に国際シンポジウムを共催して発表も行っ
た。特に形態変化において日本語はいわば
ほとんど模範的な文法化の一例をなしてい
ることを示した。ところが、その例外も示
した。関連して 2016 年 3 月に発行された
「外適応」についての論文集（〔図書 1.〕）
において、日本語における「外適応」の全
体像を示そうとした。日本語における外適
応は、主に態（ヴォイス）の文法範疇にお
いて起きたことと、音韻的要素の増加とい
う珍しい現象がよく外適応伴うことを示し
た。ヴォイスという文法範疇における外適
応は日本語に限られた現象ではなく、類似
した現象がいくつかのほかの言語において
もみられ、ある程度の規則性があることを
示した。日本語においてはヴォイス以外に
もエヴィデンシャリティー形式「らしい」
や接続助詞の「けれど」と「し」に確実に
外適応を起き、ほかにも「つ…つ」や「た
り」のように、そう解釈できる形式もある
ことを指摘した。 
文法化と意味変化に関しては、日本語を含
む複数の言語の歴史的変化のデータに基づ
いて、初期段階の「主観化」の後に、先行
研究で一般に認められている「間主観化」
のほかに談話志向的な意味への変化も顕著
であることを提案した。2013 年 8 月にオ
スロで開かれた国際歴史言語学会で発表を
行い、二次的文法化、つまり文法化された
形式の更なる文法化における意味変化につ
いて本研究の成果の一部を取り上げた。通
言語的データに基づいて、文法化の後期段
階において、格の場合、一時的な文法化に
見られる主観化が見られず、格が最終的に
時間、因果、契機などの詞的機能と、主格、
能格、対象、絶対格、といった極めて抽象
性が高い意味機能への変化が見られること
を、本研究で得た意味図を用いて示した。
これは話し手を間接的に指示する意味や談
話中心化の一種と見ることが可能であると
論じた。また、他の文法領域も類似した変
化を示すことができた。このことについて
学会発表のほかに複数の図書や論文（例：
下記〔雑誌論文 1., 3.〕、〔図書 6.〕）で公表
できた。関連して、2013年 10月にアムス
テルダムでワークショップを開催し、発表
も行ったが（下記〔学会発表 3.〕）、文法化
の意味的側面と統語論的側面の相関関係が
焦点であった。これにおいても、本研究課



題で得られた意味的変化の成果を取り上げ、
話し手志向・聞き手志向・談話志向への変
化がより上への階層という統語論的変化に
相関することを論じた。下記〔図書 4.〕に
おいて、当時まで代表者の意味変化論を一
冊の本にまとめた。 
真田は多次元尺度法（MDS）などによる意
味図作成のためのプログラムの改良に取り
組み、最初に MDS では思ったような成果
を得られなかったのでワード法によるデン
ドログラムやクラスター分析など複数の統
計法を試したが、有力な方法に至らなかっ
た。 
モダリティ形式とヴォイス形式の間の文法
化関係について 2012 年 9 月に仙台で行わ
れた学会で発表した（下記〔学会発表5.〕）。
複文の歴史変化と文法化に関して、日本語
の中断節の歴史的概観を調べ、東京外語大
の国際シンポジウムで発表した（下記〔学
会発表 4〕）。語彙と文法の接点において日
本語の自他動詞対の研究を再開し、日本語
の自他動詞対では本来自動詞ベースの他動
詞派生が優勢であることや、不定型への歴
史的な傾向が見られることを示し、2012
年（下記〔学会発表 6.〕）と 2013年にライ
プツィッヒのマックス・プランク研究所で
発表した。 
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